
「色覚検査のすすめ！」は独断に基づいています 

 

 この夏から全国の病院や眼科医院にこのようなポスターが貼られています。 

 

 

 日本眼科医会が企画し、日本医師会と日本眼科学会が後援して作成されたこのポスター。

カメラマンや看護師から、「色覚に異常を持つ生徒の約半数は、検査を受けるまで自覚があ

りませんでした」、「異常のタイプや程度により、一部の仕事に支障をきたすことがありま

す」といった吹き出しが出ています。 

 そしてポスターの下には、色覚の異常の程度によって支障をきたす業務の目安の表があ

ります。「異常３色覚でも問題を生じやすい業務」「２色覚には難しいと思われる業務」な

どに、６から１５の業務が載っています。 

 さて、この表の基になったのは中村かおる医師が書いたある論文です。これには色覚異

常者の色誤認の例や就職後の困難の例が数多く報告されていて、最後に、「やや独断的では

あるが、著者の診療経験のなかで考えるにいたった」と前置きして１つの表が示されます。

この表をほぼ踏襲して作られたのが、ポスターにある表なのです。 

 ですからこのポスターの表は、１医師の独断に基づいているのです。豊富な診療経験に

基づいた目安かもしれませんが、色覚異常の程度によって問題を生じる業務であるとか難



しい業務であるとかを保証するエビデンス（証拠）は乏しいと言わざるをえません。 

 日本眼科医会とか日本医師会とかの権威に惑わされないようにしましょう。 

 

 


